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このたびは本機をお買い求めいただき 
まことにあ0びとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取巧 
説明書 J をよくお読みいただを、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、保証書と共 
に大切に f 呆管しておいてください。 

•取扱説明書を紛失された場合は、お 
買い巧めの販売店にご相談ください。 
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確認 


田ま全のために必ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危善と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいた 
だくことを説日月しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


お巧 D いただく內容を、次の絵表をで区分しています。 


AA 


この絵表示は、「ミ主意 J 
ていただ < 内容です。 


この絵表示は、隙山ご 
れている内容です。 


0 ® 0 ®)® 


説明文中の r お願い J 事項は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただ<ための内容び記載されています。 


この給表示は、必ずして 
し、ただ<「指示」内容です。 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でを、乂災の原因になります。 


么警告 (WARNING) 


★換気必要 I ^ 

♦換気せずに使用しつづけないでください。 \ 

酸素び不足すると、不完全燃焼し' _酸化炭素などが発生して中毒になるおそれがあります。 / Jyj 卜 
また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 / 7^ 

参使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分）換気して、新辭な空気を補給してください。 お 

•換気する場合は、換気扇を使用した0 ( 換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開 
けないと充分な換気びでさない場合びあります。 ）2 力巧！;(上の（風の出入りのある）開 □ 

部を設けると効率よく換気できます。 

窓び凍緒していたり、地下室などで換気が充分におこなえない場所では、使用しないでください。 


給ミ由時消火 I 


給油は、必ず消义しているこ (» 
とを確認し、ストーブの温度ど 
び充分に下びってから、他に ミ 
火の気のない巧でおこなって广^ 
<ださい。 ^一一 
火災の原因になります。 


★スプレー宙厳禁1 


スプレーちやカセットこんろ ら二 j 
用ボンベなどを、スト-ブの ^Xfi 
上や前に放置しないでくださ ^ ^ 
い。 

熱で吿の圧力び上び D 、 爆発し、危険です。 


百*空だを厳禁] 


なべ、やかんやフライパンな 臣 
どは、空ださしないで<ださ 臣 
い。 。 
空ださすると火災の原因にな0ます。 


9 

0 

禁止 

0 


★ 可燃性ガス使用 厳禁1 

ストープを使用している部屋 
で、可燃性ガスが発生するを 
の（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー） や、 スプレーを使用 
しないで < ださい。 

火災の原因になります。 


0 

使巧禁止 


百:油漏れ盾換] 


•給油□□金は確実に締めて南 If 1 
<ださい。 8 . 

給油ロロ金を下にして、油 iP ^ 

漏れびないことを確かめて 
<ださい。 

給油□口金を斜めに締めたりすると、簡が 
に給油ロロ金びはずれて、乂災の原因にな 
D ます。 

参油タンクから油が漏れる状態では絶対に使 
巧しないでください。义災の原因になりま 
す。 


★燃焼筒は正しくセットする 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正しく、しん調節器にセッ 
卜されているか、しんの上にのつていないかを必ず確かめてください。 

マッチ点乂の場合は、マッチの燃えかすをしん付近やストーブ内に落としたり、置台の上 
に置かないで < ださい。 

事故や火ぶの原因になります。 


A 危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負う危険、ま 
たは义がの危險び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取擺いをずると、人び死じ、重傷を負う可能性、 
または火災の可能性び想定される内容をおしていまず。 

A 注意に AUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損 
害の発ちが想おされる内容を示しています。 


1 















A 警告 (WARNING) 


女カーテン、寝具など、可燃物近接厳禁 

•カーテン、布団、毛布などや燃えやすいをののそばでは使用しないでください。 

火災の原因になります。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブ①熱気で着义して、乂災の原因になります。 

•可燃物との離隔距離については、 P .4 の I 芭随旗 ふずまなど）と の si 巧 を 
mn の記載内容を参照して < ださい。 



0 


禁 J 


★寝るとき消义 I 解 

寝るとをや外出ずるとを 
は、必ず乂び消えている 
ことを確認してください。 一 ~ 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 


〇 


★衣類の乾燥厳禁 I 

あ類などの乾燥には使用しな 民 
いで < ださい。 卜。 rl り 

衣類び乾燥すると、ストーブ ^ 

の熱気でゆれて落下して火びつさ、火災の原 
因になりすす。 


0 


A 注意に AUTION) 


★大なべ禁止 I 

♦天板からはみ出すような大 
きななべ、鉄板などをのせ F = ィ — ^ 

ないでください。 ""oL ATa 

内部に熱びこちったり炎び I \| 

横にのびた D して異常燃焼のおそれびあ D 

ホサ 妇 F I 卜 

♦不巧定なやかん、なべなどは使用しないで 
<ださい。 

転倒するおそれびありまず。 

睡野 ii 搬ず ると きの~達意 1 

•ス I -ーブを移動する場合は、必ず消火し、 

ストーブの温度び充分に下びってか!3、油 
タンクを取り出し、傾けないように静かに 
移動してください。 Mfl 

参修理-引越しなどで、スト-ブを運搬される 
場合は、電池ケースから 乾涅 地を取りはずし 指示 
て、油タンクを取り出し、油受けざらの灯ミホ 
を必ず抜いてください。運搬の途中に巧油び 
こぼれて、周囲を巧すおそれびあります。 

^質口油禁止 I • 

変質な油（持ち越した打油など）、不純な油 

(巧油政がの油•水 • ごみび混入した丹油な IV 

ど）を使巧しないで < ださい。 

異常燃焼や故障（しんび下びらない、点乂で 禁止 
さない、乂び消えない）の原因になります。 


〇 


0 


★高温部接触禁止 I 

♦燃焼中や消火直後は、高遍 
部、天板（ストーブの上面） 

やガ-ドに手など純ないち巧 
ようを意してください。 L 一一 

やけどのおそれびありま 
す。 

•やかんやなべの取っ手は、加熱している場合 
ちあ D まずのでやけどに注意して<ださい。 

★高電圧注意] ' r ~^ 

点火裳置は、点火時に高電圧よ23^^ 

び発生します。点火フラグに 

不用意にさわらないでくださ^— — ^ 

し、。 

感電のおそれびあります。 

掃除、点検•手入れをするとをは、必ず乾電 

池を取りはずしてからおこなってください。 


接触禁止 


A 

感電を意 


★やかんや な べなどの使 巧 注意 

やかんやなべなどをのせた場 r 戸が^ 

合は、細むのを意をしてくだ 
さい。 たニニ 

振動や接触によって、やかん ：== 

やなべなどの熱湯びこぼれ、 L O 丄 
やけどをした0、か筒（ガラス）び割れた D 、 
異常燃焼(立お）の原因になります。 

吹さこぼれたり、煮こぼれた D した場合は、お 
買い求めの販売店に点検を依頼して<ださい。 

ストーブの故障の原因になります。 

やかんやなべなどをミ由タンクふたの上にのせな 
いでください。内部に熱びこもり、油タンクご、 
たなどび熱<な0やけどのおそれびあ0ます。 

★異常時使用禁正] 蠻 

におい、ずすの発生、炎のげ l=z 
態など異常燃焼を起こしたと 1:= 

きは、使用しないでください。 < L 2— i . 
緊急の場合でをあじてずに、しんを下げて消 
火してください。___ 

★燃焼中移動禁止] 

火のついたまま持ち運ばない 爲 

で < ださい。 獻 

やけどのおそれびあります。 

また、転倒すると义災になる 
おそれがありまず。__ 

女ふく射薪た長時間あた5なし T 

ストーブの間近で&く射熱に , _ 

長時間あたりつづけると、低 F — 

温やけどや脱水症がになるお = 

それびあります。 

とくに、幼いお子様やお年寄 
0、体の不自由なかたや病気 ^ 

のかたなどの暖房には充分に 
を意してください。 

★ ほこりの除去 

反射板、置台、製品内部のほこりをとさどさ 
除去して < ださい。 

前板の下から燃焼用空気を吸い込みますの 
で、紙やビニールなどを入れないよラにを意 
して < ださし、。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や乂 
災の原因になります。 


A 


0 

使用禁止 

0 


A 

やけど注意 


〇 
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田を全のために必ずお守りください 


A 注意に AUTION) 


★安全装置の作動確認 

•使用開始時と、使巧中は1箇月に]回切上、 
巧震自動消火装置を作動させて確実に消义 
ずることを確かめて<ださい。 

確実に消义しないときは使用しないで、す 
ぐに修理してください。 

♦使巧開始時と、使用中は ] 箇月に1回し U 上、 
気密油タンクの給油時消火装置が作動する 
ことを確かめて<ださい。 

正常にセット、作動しないときは使用しな 
いで、すぐに修理してください。 

部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨト S 純正部品 
(指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を 
損なラばかりでなく、故障や予想しない事故 
び発生するおそれびあ D ます。 


〇 


★分解修理-改造の禁止 


故障、破損したら使用しないでください。 
ストーブは絶巧に改造して使用しないでくだ 
さい。 

不完全な修理や改造は危険です。_ 

★廃棄ずるとを~ 

ス I ブを廃棄姐分するときは、必ず油タン 
ク、油受けざら內の巧油を抜さ取り、電池ケ 
ースから乾電池を取りはずしてください。 
(〇 rwi 参照） 

灯油や乾逗池び入ったまま廃棄するとリサイ 
クルの際、予巧しない事故び発生するおそれ 
があります。 


〇 

指示 

分辭禁止 

〇 


呆管時にしていただ<こと！ 

•長期間使用しないとき、または保管ずると 
さは、必ずな油を抜いて、電池ケースから 
乾電池を取りはずして<ださい。 

イ頃けたり、横倒しの状態では保管しないでく 
ださい。 

火災のおそれがありまず。 

•しんの手入れ（から焼きクリーニング）は、 
風びあたる場巧ではおこなわないでくださ 
い。 

火災のおそれがあります。 

寺を 字揉やお年寄りのご使用に ミ主意 I 

お子様やお年寄り、体の不自曲なかたびお使 
いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の 
換気、高溫部への接軸によるやけど、低温や 
けどや脱水症状などについて周囲の人が充分 
にミ主意してください。_ 

I 女燃焼筒のガミラ r #! i れ使用禁止 

燃焼筒のが筒（ガラス）び欠けたり、割れて破 
損したままの状態では、絶巧に使用しないで 
<ださい。 

異常燃おを起こしたり、すすび発生するおそ 
れびあ D ます。_ 

★点义前の注意 

使いはじめや、しんのお手入れをした後は、 
しんに充巧巧油びなじむよラ、給油してから 
約20分待って、点义してください。 

しんに充分灯油びなじんでいないと、しんの 
上下操作び重くなったり、点乂や消火びでさ 
ないことがあ0ます。 


〇 


★正常燃焼の確認 

燃焼中はとさどきがを見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒がずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして危険です。 


★ 次の場所では使巧しな い I 

火がや予想しない事故や故障の原因になります。 

巧甲 を雨^、場所、不を定な場 形 

♦傾斜した場所や振動の激しい巧では、使巧しないでく 
ださい。 

巧震自動消火装置び誤作動することびあります。 
•しっか D したじよラぶな場所で使巧してくだごい。 

参移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないで<だ 
さい。お落した D 、 火災になるおそれびありまず。 

(暖炉などスト^^ Wii 石わる場所） 

腊炉や巧入れに入れての使巧など、特殊な使いかたをし 
ないで < ださい。 

火災の原因になりまず。 

。まこりや ミ显急 由を。！ 

粉類や繊維を取り扱ラ場所や温室■養鶏場など、塵やほ 
こりのをい場所では使巧しないでください。 

燃焼用空気を取り入れる箇所が目づまり巧態になり、異 
常燃焼を起こずおそれびあります。 

G 豆室-飼育室など人のいない場雨） 

使用環境の変化で、予想しない事故び発生ずるおそれび 
あります。 


〇 

指示 

0 

使用禁止 

も 

〇 

mm 


〇1のあたる場 所、部屋の出入口、屋外)ベ"^ 

♦風のあたる囑巧や屋列では使用しないで V V 
<ださい。炎び出て危険です。 

掃除機の排気にもを意してください。 @«洁と 

参部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかつたりつ 
まず<場所で使用すると、転倒して事故や火災が起を 
るおそれがあ0ます。 

(不巧定な物をのせた棚などの下） 

落下物により义災び起さるおそれびありまず。 

[直射目光のあた！ 南 r ミ 忌度の高い場所） 

•異常燃焼を起こすおそれびありまず。 

•油タンクの灯油びあ成れ出て火災のおそれびありまず。 

c ~ 可燃性ガスの発生する磊巧、~またはたまる場戸り 

爆発や火災の原因にな0ます。 

(1 •美容院、クリ-■ニング店などスプレーがヒ学薬品を使う畜扉) 

化学襄品びストーブの熱で変化し、ス1-ーブの故障や、 
腐食性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める 
原因とな D ます;。 

C 高地 （1300 m む上の場所)） 

酸素濃度び薄いので異菌燃焼を起こずおそれびありま 
す。 
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★効果的に使用ずるために I 

参外気に接する窓の下や壁面など、冷気の入って < る場所にス I ブを置くと、冷気びス I ブで瞪 
め！5れて上昇巧流しますので、部屋の湿度のムラび少なくなり効果的な暖房びできます。 

ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。 
参部屋の空気をヴーキユレータなどで巧流させますと、部屋の温度のムラびより少なくなり、効果的 
に暖房びできます。にのとさストーブには直接風びあた6ないようにミ主意してください。） 


操作部 


が巧 


燃 ㈱ 巧 


しん調節つまみ 


前ネ反 


園使用ずる場所 


國各部のなまえ 


-お願い- 

耐熱しんに、丹ミ由の燃えかす（タール）がを量に付着しまずと、しんが下が5なくなったり点义しにくくなったり 
しまず。 nn 保管 I 巧しんの手入れをする」を参照して、しんのから焼きクリー ニン グをしてください。 


しん調節器 


しん概寺筒 


が筒 
(ガラス） 


•巧夕、/々 

(気密油タンク-こぼれま检付) 


魯給油ロロ金 


しん案巧茵 I 巧霞自動消义装置 


リハ巧1〇」居り化 

パツキン 


A ミま意 (CAUTION) 


★可燃物（木壁、合板、ふずまなど）との距離を離 す 

•ストーブから可燃物との距離は、ち國の指をな上の距離を保つように 
して < ださい。 

♦ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1 m しソ上離してください。 

参上方の棚などか5の落下物びないようにしてください。 

♦カーテンなどび風でゆらいでをス I -ーブに;ふれないよラにしてください。 
♦家具などからは充分な胆離を離して<ださい。 

熱で変形や変色、自然発乂することびあります。 


★な油の廃棄 I 巧油の廃棄処分は、丹油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 

























理使用前の準備 


U ブを取り出ず 


I 包装箱に表示してある r 包装の内容」をごら 
I んになったラえで、包装箱から包装材など 
を取り除を、製品を傷付けないよラに取り 
出して < ださい。 

包装箱や包装材はストーブを保管するとさ 
に必要です。取扱説明書-保証書を忘れず 
に保管してください。 

-お願い- 'v 

包装材は可燃物でずから、必ず取り除いて 
<ださい。 


ガードのち下すみをかし持ち上げて手前 
に引さ、ガードを開けてください。 



R 3- S 29 A の場合 


W いる包装材は、イ广す^ 

燃焼筒をしっか 瓶規商 — 

りおさえなび日 C 

ち図のイラスト 7 

の S シン目にそ 
って切0取って < ださし、。 

ぐ -お願い- 

包装材を切り取る際、手前へ持ち上げるよラ 
にして、天板等に手をぶつけないようにを意 
、し、手袋などを使用してください。 

A 包装材を左ちに拡げるよ II . W 
1うにして取りのぞいてく LvMjL 

ださぃ。 諭: 

5認顧聲器品:を ml 


RS - S 23 A の場合 


燃焼筒を納めてい 
る包装材を取 D 除 
さ、燃焼筒を取り 
出して < ださい。 

参包装材の巧に指 
を入れ、内側に 
巧り曲げてある 
部分（凹部）を 
っ I き出し、 d 装 
材を下へ下げ 
て、燃焼筒を取 
り出してくださ 
い。 

反射板固定巧のテ 
ープを 取りはずし 
て < ださい。 



女ガソリン使巧禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください。 
か 量の 混入で を、 乂災①原因になりまず。 


® 燃料は讯由 ( JIS 1 号巧油）を必ず使用してください。 

參変質なミ巧、不純灯油は、絶対に使用しないでくだごい。 



♦誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびわかったとを 
はあじてずに、緊急消火ボタンを巧して消火してください。 
♦変質灯油（持ち越した灯油など)、不純な油（灯油 L ソかの油- 
水-ごみび混入した灯ミ由など)は、絶対に使用しないでください。 
異萬燃焼や故障の原因にな D ます。 

参市販されている助燃剤(添加剤）は使用しないで < ださい。 
異常燃焼を起こすおそれびあります。 


阿油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます。 
(火の気のない所でおこなってください。） 

〇巧油 I X ガソリン 

a 颇 '，ぶ巧 


善灯油の保管のしかた 

• 口油は必ず火気、雨か、ごみ、高温および直射 
曰光を避けた場所に保管してください。 

♦巧油容器は専巧のされいな容器を使 
用してください。またな油容器は必 
ず色付きの丹油専用容器を使用して 
<ださい。 穿ふ 

•好油容器巧の灯油びかないと温度変化 戸— I - ぉ 
により結露して水びたまることびあり 
ます。 _ 

参ドラム左などで、長期間大量に保管し ^ - 

ないでください。 

参お子様の手のとどかない所に保管してくださし、。 


C 変質灯油とは） 

•ちい打油。（ひと夏持ち越した打油） 

参長期間、日光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保管した巧油。 

参容器のみたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した I 灯油は変質しやすい。 
参変質のひどいをのは黄色味をおびた0、 
すっぱいにおいびします。 

♦変質を防ぐため丹油は翌シーズンに持 
ち越さないようにしてください。 


0 


濡れたままです。 


すぐに乾しでしまし)ます。 



良い保管 悪い保管 

直射日光、雨水び当たらず、直射曰光、雨水の当たるベ 
火気のない冷暗巧へな管。ランダなど、室がの保管。 




ちいな油ホ 
、巧わないで, 


0 

使用禁止 



C 不純打油とは） 

•口油！;(外の油（ガソリン、シンナー、天 
ぶら油、機械油、重油など）がほんのか 
しでを混入した好油。 

参水やごみび混入した巧油。\ > 


/阿油 U 巧の\ 
ミ由、水、ごみを 
\入れないでノ 


0 

禁止 

0 

使用禁止 


5 











燃焼筒をセツトする 



燃焼筒をしん調節器の上に正しくセット 
し燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、 
燃焼筒び正し<セツトされているか確か 
めてください。 


乾電池を取り付ける 


•乾電池は別売です。 

參市販の単二形乾電池 （4 個）を履入の上、本体 
後側の電池ケースに、 ©0 を正しく合わせ 
て入れてください。. 




2ガードを、もとの巧置に閉じてください。 


巧斤しい乾電池と古い乾電池、種類の違ラ乾電 
池を混ぜて使用しまずと、点义でさなかった 
り、点乂しにくくなった D 、 液漏れや破裂す 
る原因になります。 

-お願い- X 

製品の輸送中に生じたが筒(ガラス）の破損、 
燃焼筒のをお、ねじのゆるみや、はずれな 
どがないか調べて<ださい。 


変質な油-不純な油の見分けかた （コップに水を入れ、次に：0油を入れて背後に白い紙をあてます。） 


保管期間が短<、がと同じ巧色透 がしでち色びついていたら使用しな 紫か線で打ミ由びお化した時は、打ミ由 
明なら正常。 し、 び変色しにく <見分けかたび難しく 

/ CN ひと夏持^越した: a 油は無色透脈 

^ を絶対に使用しないでください。 

使用禁止 


変質な油や不純なミ由を使用ずると 


万一を質な油や不純な油を使ったときの処置のしかた 


♦変質打油や不純灯油を使用しまずと、巧ミ由の程 
度にをよりまずが、1〜30曰のご使用でしん 
にをちのタールびたまり、しんの先端び固くな 
つたり、点义しにくくなつたり、しんが上下し 
にくくなったり、がび大きくな5なくなったり、 
激しいにおいびしたりします。 

また、ミち义時にしんが T びらず义び增えなくな 
0まち 

♦ぶ^入した巧ミ由を使用しますと、巧タンクに 
丹油び残っていてをがびかさくなったり、しん 
び上下しにくくなったり、異常燃焼を起こして 
激しいにおいびしたり、火び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いをのび 
混入した巧油を使用しまずと、义災の原因にな 
0ます。 



1 油タンクや油受けざら內の悪い灯油を抜を取 
I り、良質の巧油で内部を2〜3回洗浄してから 

良質の巧油に入れ替えてください。（悪い打油 
び残っていると毎発しまず。） 

2 回 し細 「9しんの手入れをずる」をを照 
して、しんの巧端の固<なっている部分を、 
ラジオペンチなどで軽くつぶしてから、の， 

〇 しんの手入れをおこなってを効果のないとき 
や、水び多量に遍入している墙合は、しんを 
取り替えて < ださい。 

しんの取り替えは、販売店までお問い合わせ 
<ださい。 


-お願い- 

変質巧油や不純むミ由び原因でアフターサービスを依頼されたときは' 保証期間中でも有料修理となります。 
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回使用前の準備 


給油のしかた 


八給油は、必ずミ肖していることを確認して、ストーブの温度が巧分に下がってから、 
A \ m ^ 他に义の気のない巧でおこなって < ださい。 

义災の原因にな0まず。 


〇 


油タンクを取り出ず。 

参油タンクを取り出し、給ミ由ロロ金を、左「〇」 
に回して取りはずして<ださい。 

参給油□□金を取 D はずす前に、先端の弁部を押す 
と、給油ロロ金び取りはずしやずくな D まず。 

せ邱 

// 111 U 給ミ由□口を 


〔本機の給油□□金〕 






弁 


2油量計を見なび5給油 \ 

ずる。 / 

•市販の給油ポンプの先端 I // 

をジャバラの手前まで差 
し込んで、油量計を見な 八 

びら給油してください。 // I 

(ホースび抜けないよラ -A [曲 

にを意しなびら給油して ^ y リ "11 

ください。） 一1 

•灯油は、油量計のほぼ上 / 

部（ち図の 給油位置 岭) を 

まで給油してください。ぉぉ位■叫^\ 

入れ過ざますと、おふれ つ ™ 。。 \ 

出ることびありますので II 

氏好に M してくださ V 購證 y 

/-お願い- N 

•油タンクの中にある「こぼれまを」の弁 # 

び、給油口の近くまで上びっているときパ^^ 

は、弁を下へ巧し下げてください。 

参油タンクの中にある「こぼれま栓」は、給が^ 

油□□金びはずれたときに、油漏れを防ぐ 

装置ですので、取りはずさないでください。給油口 

V - - V 

3給油口□金を「カチッ」 

音がするまでち「〇」に 

回して、しっかり締める。 1 

•正しく締めると油タンクの赤色の線び見えな<な 
ります。 

♦給油□□金を下にして、油漏れびないことを確か 
めて < ださい。 

, -お願い- N 

給油□□をを斜めに 赤色の線 .. f=t 

締めたりずると、簡 P ^ \ ' f d , i ' だ , A n 

単に撒 m □をがは mmm V 圈 tft 

ずれ、义巧の原因に 料豐 I 呼吗 

なります。 — -— ' 

しまっている しまっていない 


給油するときの目ま 



参油タンクから灯ミ由び漏れ 
る状態で使用しないでく 
ださい。 

义災のおそれびあ D ます。 
•同時にを数の油タンクに 
給ミ由する場合は、類似し 
ている給油ロロ金びあり 
ますので、間違えないよ 
ラにしてください。 

灯油び出なくなったり、 
故障の原因になります。 

参阿油容器のふたち、しっか 
り締めておいてください。 

4こぼれた灯油はよくふ 
き取る。 

♦こぼれたな油は必ずされ 
いにぶさ取ってください。 
盾;険ですし、燃焼中に臭 
気を発生する原因にをな 
0ます。 

I ；油タンクをセットずる。 

♦油タンクを、本体に正し 
く、ゆつくりとセットし 
て < ださし、 


-お願い- 

オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用ず 
る榻合 

参市販の才ート給油ポンプ(自動停止装置付)の中口ま、 
「こぼれま栓」と干渉して、次のよラな不具合げ態に 
なり、正しく給油できないをのびあります。 

〔不具合〕1スイッチを入れると、すぐに停止して 
しまラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースの 
センヴー部の位置（方向）を 
変える。 

参ポンプの乾電池の消耗度を確 
かめる。消辞していれば交換 
する。 

2自動停止しない。灯油びあふれてしま 
ラ。 

拠置）♦ポンプの取扱説明書に従って、 
罔を具の巧置を調整ずる。 

♦上記の姐置をしてを正しく給油できない場合は、直 
ちに給ミ由を中止し、他の給油ポンプ（手動式ポンプ 
など）を巧用して、正しく給油してください。 



ストーブを使巧するときは、ときどき油量計を見て、灯油び油量計の下部（ち図参 
照）まで減りましたら消乂して、給油してください。給油は打油びなくなる前にし 
てください。 








燃焼筒とミ由タンクのセツトを5崔認する 


•ストーブの上ちや局囲、置台の上に、布類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びある 
と义災のおそれびあ D ます。 

参ストーブび水平で安定した場巧に設置してあることを確認してくださし、。 


しん調節つまみを「燃焼」の方向 （ 〇 ) にゆつくり止まる 
まで回しますと、対震自動消乂装置は自動的にセットされ 
ます。巧震自動消乂装置びセットでさない場合は、一旦し 
ん調節つまみを r 緊急消义位置」（消火装置セット）の方向 
(〇)へ回してからおこなってください。 


•点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器 
にセツトされているかどラか、燃焼筒つまみを左右に2〜 
3回動かして、スムースに動くことを確認してくださし、。 
•油タンクびセツトされていないと、気密油タンクの給油 
時消乂装置び作動して、しん調節つまみび戻 D 、 点义で 
をません。 


固使いかた 


点乂のしかた 


/ 

A ミ主意 

使いはじめや、しんのお手入れをしたをは、しんに巧巧なミ由がなじむよラ、給油し 
てから約20分待って、点义してください。 

しんに巧分な油がなじんでいないと、しん上下操作が重<なったり、点义や消义び 

A 

\ 

でさないことがあ0ます。 

ま意 , 


♦初めてお使いになるとをは、点乂後、ストーブに付着しているほこりやミ由び焼けるにおいびしますび、しばらくお使 
いいただければにおいはな<なります。 

•点乂後しばらくの間は、がび巧定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくする 
と炎び安定し、音びしなくなります。 



電池点乂のしかた 


しん調節つまみを「点义」の 
方向へゆっくり回す。 

参しん調節つまみの目印を 
「点义」の方向（〇)にゆ 
っくり完全に止まるまで回 
して<ださい。（しんび上 
び D , な义します。） 

参点乂操作の途中で「ピィー」と言う放電音びしま 
すび、しん調節つまみはそのまま止まるまで回し 
て < ださい。 

参しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまう場合 
は、ミ由タンクが正しくセットされてレるか確認し 
てください。それでを戻ってしまう場合は、一旦、 
しん調節つまみを「緊急消乂位置」（消火装置セッ 
卜）の方向 （〇) へ回してください。回せない場 
合や硬い場合は、しんにタールびついています。 
しんの手入れ（から焼きクリーニング）または、新 
しいしんとを換してください。 

2义が着いたことを確認ずる。 

♦乂が着いたことを蹈認したら、手をしん調節つま 
みからゆっ < りはなして < ださし、。 

参乂び着いたをもしん調節つまみを回しをったままで 
すと、乾電池の消拜が早<な0ます。またカーボン 
び付着して、点乂しにくくなる原因にな D まず。 
点义しにくい場合は 

参点乂プラグ付おか5白煙び出て点乂しにくい場合 
は、しん調節つまみをかし戻してから、再び「点 
火」のち向に、ゆっくり止まるまで回すと点火し 
やす<な0ます。 

•しんに夕ールや力ーボンが付着したり、点乂プラグ 
びミちれてくると、点火しにくくなりまず。しんの手 
入れ、しんの修正、点乂ブラグの掃除をおこなって 
ください。 (口 I 庶検•き x ^ ri -rn nwi 参照) 

参乾電池の電圧び不充分で点乂しにくい場合は、新 
しい乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入のラえ 
交換してご使用ください。 

3燃焼筒のセットを確認する。 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ちに 
2〜3回動かし、燃焼筒が正しくし 
ん調節器にセットされているか、し 
んの上にのっていないかを必ず確か 
めてください。燃焼筒び正しくセッ 
卜されていないと、異常燃焼し、火 

. 災になるおそれびあります。 




電池点义び使えないとを 


1しん調節つまみを「点义」 

のち间へゆっくり回ず。 

参しん調節つまみの目印を 
「点乂」のち向（〇)に、 

ゆっくり完全に止まるまで回してください。 

♦しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまう場合 
は、油タンクび正しくセットされているか確認し 
てください。それでを戻ってしまラ場合は、一旦、 
しん調節つまみを「緊急消义位置」（消火装置セッ 
卜）のち向 （〇) へ回してください。回せない場 
合や硬い場合は、しんにタールびついています。 
しんの手入れは、ら焼きクリーニング）または、新 
しいしんと交換してください。 

2マッチや市販の点火用ライターで点乂ずる。 

♦ガードを開けて、燃焼筒を持 
ち上げ、マッチや巧販の点火 
用ライターなどを使ってしん 
に火を着けてください。 

♦たばこ巧のライターで点火し 
ないで < ださい。 

•マッチで点义した場合は、マッチの燃えかすをし 
ん付近やス I -ーブ巧に落としたり、宙台の上に垣 
かないでぐださい。 

事故や乂災の原因になりまず。 

3燃焼筒のセットを確認ずる。 

•火び着いたことを確認したら、燃焼筒つまみを左 
ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正しくしん調節器 
にセットごれているか、しん 
の上にのっていないかを必ず 
確かめてガードを聞じてくだ 
さい。燃焼筒び正しくセット 
されていないと、異常燃焼し、 

火災になるおそれびあります。 

参义び着いたことを確認した！5、しん調節つまみを 
かしだけ（火が消えない程度に）消火のち向に回 
してみて、引っかか D びなくスムースにしんび下 
げられることを確認してから、をラー度しんを上 
げて使用してください。 

しん調節つまみびスムースに回らないとさは、燃 
焼筒を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点 
火操作を始めからやり直してください。 




分 








固使いかた 



衣類などの乾燥には巧巧しないでください。 

巧類び乾燥すると、ストーブの熱気でゆれて落下して义びつさ、义おの原因になり 
ます。 


やかんやなべなどをのせた場合は、細，こ、のま意をしてください。 

振動や接軸によって、やかんやなべなどの熱湯がこぼれ、やけどをしたり、外筒(ガラ 
ス）び割れたり、異常 燃焼 位繳の原因になりまず。吹きこぼれたり、煮こぼれたり 
した場合は、ぉ賣い求めの販売店に 点 おを依頼してください。 

ストーブの故障の原因になります。 

やかんやなべなどを油タンクふたの上にのせないでください。巧部に親がこもり、 


油タンクふたなどた i 熱くなりやけどのおそれびあります。 


のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の状態で使用してくださし、。 


最大正常燃焼のとさの炎の長さは、燃焼筒の上部よ 0 約 1 〜 3cm です。 


® 炎の大ささは上図のよラに、正常燃焼の状態でご使用してください。 

•点火後は燃焼筒び徐々に赤熱し、数分で燃焼筒全体び赤熱します。 

参部分的ながの伸びや、燃焼筒の赤熱ムラがでるとさは、燃焼筒つまみを持って燃焼筒を 
左ちに吕〜3回動かしてください。 

参がび安定した5、しん調節つまみを回して、正常燃焼の状態に調節してください。 
•燃焼中は、ときどきおを見て、正常燃焼していることを確かめてください。しんび上び 
りすざていたり、燃焼筒びずれていると、すすび出て異常燃焼を起こしてを険です。 


•火力を弱くした場合でを、燃焼筒全体び、充分に赤熱している状態で使用してください。 

•あまり义力を弱くしすざると、においや一酸化炭素びるく発生し、しんにタールび付着します。 

•炎の大きさは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってをます。しん調節つ 
まみを回してしんをいっぱいに上げても、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大きくならないときは、回|"® 含 1 「9 しん 
の手入れをずる」 の項を参照して、しんの手入れをしてください。 

•変質灯油や不純灯油を使用してしまい、しんにタールび付着したり、水を含んでしまったとをは、炎び大さくならない 
とともに、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、の [： 保を！「9しんの手入れをする」 の項を参照し 
て、しんの手入れをしてください。 


消乂のしかた 


通常の消义の場合 


1しん調節つまみの目印を、「ニオイセーブ消义位置」まで、ゆっくりと回ず。 M 

しん調節つまみの目印を「消火」のち向「 〇 」の 「ニオイセーブ消火位置」 までゆっくり止■…。 
まるまで回してください。（速く回すとにおいび出やずくなります。） 1"’"’"店 

2消火を5產認ずる。 

参においをみなくするため、約1〜已分程燃焼（炎が一部残る）して消火します。 ' 

♦しん調節つまみの目目日が r ニオイセーブ消义位置」 にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 


緊急の消义の場を 


參緊急消义ボタンを押ず。 

♦急速に消火させるため、においやすすび発生することがあ D ます。 ノ^乂 

しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置 J にあり、火が消えたことを必ずしてください。//，•惟却®#^ミが 

♦緊急消义ボタンを巧しても、しんが下び5ず消义できない場合は、しん調節つまみをグ 
強くを方向 （ 〇 ) に回して、しんを下げてください。 

それでをしんび下び5なし傾合は、油タンクを取り出し、义が消えるまで燃やしきってください。(約1時間かかりまず。) 


乂力を弱くする場合のミ主意 


しんの上ばずざ 

燃び大きくのびている） 


すす為盤炭る素び 


最大正常燃焼 
がの長さび 


最小正常燃焼 


炎びねずかに出ている巧態 


しんの下げすぎ 

燃焼筒び巧分にホ熱しない) 
においや一酸化炭素び I 
をく発生する J 









ス I ^ーブの 
周囲 



処 


点検箇所 


♦ストーブを消乂し、ストーブの温度が巧分に下びつてか5おこなつてください。 
参手をけがしないよラに手袋をはめておこなつてください。 

参ま全装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

參化ず乾電池を、電池ケースか6取りはずしてからおこなつてください。 


点検-手入れのしかた 


7点検-手入れ 


参ストーブの厨囲に可燃物や障害物びありませんか。 
[乂災の原因になります] 

•油タンク、油受けざ5、置台の表面に、灯油び 
こぼれたり、たまったり、にじんでいません 
か。 

[乂災の原因になります.] 


•常に整理、掃除をし可燃物をストーブの周囲に置 
_かないでください。_ 

♦こぼれたり、たまったり J こじんだ巧 ド 

油はをれいにふを取ってください。を譯 
参油タンクの給油□□金の、弁部な 
どにはさまつているごみなどを、 

取り除いてください。 



•ミを漏れはあ D ませんか。 

[义災の原因になりまず] 

•巧油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お 
買い求めの販売店に修理を依頼してください。 


♦欠けたり、割れた0していませんか。 

[異萬燃焼の原因になります] 

♦お買いホめの販売店に相談して、新しいが筒（ガ 
ラス）に交換してください。 




♦時閨にを浴びない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコップ…杯に 00 m 《 程度)のか 
をかけて消火してください。 


水をかけるとか蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないよ 
うに、手袋をはめるか、手にタオルをきくなどしてからおこなってください。また、後で油 
受けざ5内の水の入ったなミ由をなさ、しん交換び必要です。 J 





-お願い- 

消火後、約己分間は再点火しないでください。燃焼筒びをえないうちにしんを上げると、をガスび発生し、激しい臭気 
がでたり、点火しないことびあります。 


固安全装置 


巧震自動消义装置 


♦ストーブび地震（蔡度約已上）や強い振動、衝撃を受けたとを、火災などの危険を防ぐために自動的に消火させる 
巧ろ鸣置マ'オ 

•しん調節つまみを「点火」のち向にゆっくりと止まるまで回ずと、自動的にセットされます。 

♦地震によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油がこぼれていないかなど 
異常びないことを確認した後、再点乂してください。 


気密油タンクの給油時消义装置 


参燃焼中にミをタンクを取0出すと、自動的に消火させる安全装置です。（しん調節つまみの目印び「緊急消火位置」に 
戻ります。） 

参ミ由タンクを本体に挿入すると自動的にセツトされ、しん調節つまみび回せるようになります。 

参気密油タンクの給油時消火装置は、消乂した状態（しん調節つまみの目印び「ニオイセーブ消乂位置」にある場合） 
でち油タンクを掠<と巧 巧 自動消火装置びセツトできなくなります。 

^-お願い- N 

燃焼中に、対霞自動消乂装置や、気密油タンクの給由時消火装置が働いた場合は、消火時のにおいび強く発をします。 

給ミホをされるとさは、においを抑えるたゆしん調節つまみで消火させ、消义を確認してから油タンクを取り出してくだ 
さし、。 


れりみ 
ぼまじ 
こたに 
油油油 




















回点検•手入れ 


点検-手入れのしかた 


1箇月に1回 1 U 上 


点検箇所 
ほこ D 

燃焼 用 空気 
取入。部 
(しん案内筒 
下部） 


点検内容 


>反射板や置台にほこりびたまっていませんか。 
前板の下の隙間に紙やビニールなどび入りこ 
んでいませんか。 

[異常燃焼や义災の原因になります] 


____ 処置方法 _ 

>〇 「保管1 の 1〜日 項を参照して本体をおりはず 
し、置台と油受けざらの 
隙間 解にしん案内筒の下 1^^^ 

呂 む のほこり、ごみなどをク 
取り除いてください。 掃 f 
除機で吸い取るのち効果 iU — 


対震自動 
消乂装畳 


燃焼筒 


♦しん調節つまみを回してしんを上げてか5、置 
台をゆすると、对霖自動消义装置び作動し、そ 
のとさしんび下びり、しん調節つまみの目印び 
r 緊急消乂位置」に戻りますか。 

_腿実にミ肖火ずることを確認]_ 

♦点火プラグのスパーク音は、「ピイー」と鳴り 
_まずか。[乾聖池の要圧（消耗）点検]_ 

•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すずび付着 
していませんか。頤常燃焼の原因になります。] 

♦しんの先端にタールび巧着して、固くなって 
いませんか。 

しんに夕ールび付萬していると、巧のような1 
す具をが発生しまず。_ 

♦消火操作をしてを、しんび下がらず、消 
火しない。 

参しん上下の操作が重く、スムースにでをな 
い。 

参点乂操作をしてを、点火しない。 

♦燃焼筒び赤熱しなかったり、燃焼中ににお 
し、びする。 


しん案巧茵の下\ 

♦しん調節つまみの目印び「緊急消火位置」に戻ら 
ない場合は、しんの項の点検をしてください。 

参販売店に修理を依頼してください。 


参音がかずれる場合は、電圧が下びっています。 

_新しい乾狸池に交換してくだごい。_ 

•ブラシなどを使って、燃えかずや、ずずを取り除 
__さ、されいに掃除してください。_ 

•夕ールび巧着している場合は、 im f 探削 「日しん 
の手入れをする」 に従って、しんの手入れをおこ 
なつて < ださい。 


-お願い- 

•しんの手入れは、風びあたる場所ではおこな 
むないで < だでし、。 

参しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋 
の換気をしてください。 

♦しんの手入れをおこなってを効果のない場合 
は、新しいしんに交換して<ださい。 


点义プラグ 


気密油タン 
クの給油時 
消乂装面 


•点火プラグび、カーボンやタールで巧れてい参点火プラグび巧れているとさは、「扁乂 プラグの 
ませんか。 掃除」に従って処置をしてください。 

•点火プラグびしんにくい込んでいませんか。•点乂プラグびしんにくい込んでいるとさは、 「し 
[点火不良の原因にな0ます] んの f 度正」に従って処置をしてください。 


• しん調節つまみを回してしんを上げてから油 
タンクを持ち上げると、気密油タンクの給油 
時消火装置び作動してしんび下びり、しん調 
節つまみの目目日び r 緊急消义位田」に戻 D ま 
すか。 


参しん調節つまみの目印び r 緊急消义位畳」に戻らな 
い場合は、しんの頂の点検をしてください。 

参販売店に修理を依顆してください。 


-点义プラグの掃除- 

•ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点火プラグ 
の電極や碍子部分に付着した巧れを取り除いてください。 

•掃除び終わりましたら、元通0にしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードをおり付け、乾電池 
を取り付けて正常に点火ずるかどうか確認してください。 

•点火しにくかったり、点火しない場合は 、 f しんの修正」 をするか、わラー度きれいに掃除 
し直してください。また、 しんの手入れ（か6焼をクリー ニン グ） をおこなうと、点火プ 
ラグに付着した汚れび取れやすくなります 。 （DI 保管]「9しんの手入れをずる」 参照） 


- しんの修正- 

♦燃焼筒を取り出し、しんを上げて点火プラグ近<のしんの側面を内側 
に、割り書などで輕く押さえるよラに撫でて、しんを整える。 

♦—度しんを下げてから燃焼筒をのせ、点火してください。 


しんと点乂プラグ 
の間をみし離す 



この部分を掃除する 




:しんから離れている 


/んに接触している 
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この表し U がの不具合びあるときや、化置方法によりの置をしても良くならないときは、使用を中止し、お買いまめの販売店 
にご相談ください。 


製品内部を掃除する。 


しんを修正する。 

点火プラグを掃除する。 


点义プラグび破損していないか確かめる。 
(破損してし、る場合は販売店に連絡する） 


n ショートしないように直ず。 

U 不明のときは販売店に達絡する。 


点义装置の コー ドびはずれている。 

巧- 

乂 点义装置び シヨー ト(短経)している。 
^点义プラグの匪極び正常でない。 


コードびはずれているとさは正しく差 
し込む。その他は販売店に連絡する。 


正しく入れていない。 


正しく入れ直す。 


乾要池が消耗している。 


新しい乾電油に交換する。 


f 給油□□をが間違っている。 

ク油タンクび本巧に入っていなし、。 


油タンクを本体に入れる。 


給油□□金を正しいものに取り換ス 
る。 


立常な打油に交換する。 


0 


しんにタールがつく原因となるので 
正常な灯ミ由に交換する。 


〇 


0 


が筒ガラスを交換する。 


しん調節器の上面にタールがついて 
いないか。または燃焼筒下部に不揃 
いびないかを調べる。 


巧お筒、外が筒び変形していないか 
を確かめる。（変おしている場合は 
販荒店に連絡する） 


0 


点火してか6必ず燃焼筒つまみを持 
つてをちに2〜3回動かす。 


0 


〇 


〇 


しんの手入れをする。または、新し 
——いしんと交換する。 

油受けざ5、油タンク巧の灯油を正 
常な灯油に交換する。 


しんの高さを調節する。 
新しいしんと交換する。 


しんを下げて、がを調節する。 


画故障.異常の見分けかたと処置方法-修理を依頼される前に一 


長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買いホめ店、または、 
修理資格者[(財）日本石油燃焼機器保守協会 ( TE し 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者(石油機器技術 
管理がなど]のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 



しんの出過ぎ。 


しんの出び少、ない。 

し 

しんにかを含んでいる。またはミ由資 

/ 

けザら巧に水び人っている。 

ん 

しんにタールびついている。 


燃焼筒がしんの上にのっている。 

燃 

燃焼筒の変お。 

mm 






巧油びを質している。（ミちれた油やポリ 
容器で1年間持ち越したミ由など） 


丹ミ由が水やごみを含んでいる。 


圓定期点検 


ホ乂や、ずずが出て燃える—〇 

おが大きくな百ない.墳スてしまう 


乾電池の消耗が激しい 


近 




















































圓部品交換のしかた 



•替えしん、が筒（ガラス)、燃焼筒などの交換部品が必要な場合は、お買い求めの販売店までお問い合わせくだをい。 
参部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談窓口一お I までお問い合わせください。 

インターネットでの部品購入は、 http :// toyotomi . shop 1 4. makeshop . jp / をご覧ください。 


部品交換のとをのま意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の頂目を守り、やけどや感耍、けびなどしないようミ主意しておこなってください。 

①手をやけどしないよラに、ストーブは消义し、温度び充分下びるまで待ってくだごい。 

⑤感聖しないよラに、乾電池は必ず電池ケースか5取りはずしてください。 

⑤手をけがしないように、手袋をはめてください。 

♦不完全な修理は危険です。お買い求めの販売店か、（財）曰本石油燃焼機器巧守協会でおこなラ技術管理講智を修了 
を（石ミ由機器技術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおすずめします。 


しんの交換のしかた 


卜3トミ純正適合しん ，，。， 

しんの交換方法•注意巧容は、検査に合格したしんにはこのマーク 
トヨ耐熱しんに添付されているびおってあります。マークの色彩は、 
取扱説明奮をお読みください。 ' W * 白地にホインクで表示されています。 


燃焼筒の交換のしかた 


燃焼筒が変形した場合や、が筒（ガラス）び割れたりした場合は、お買い巧め 
の販売店、または別紙の I お客巧相談窓口一11」までお問い合じせくだごい。 


点乂プラグの交換のしかた 


点火プラグを交換するとさは、お買い求めの販売店または、別紙の I お胃目談展 県 までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


♦间 Pfe 用前の窠備 I 里池を取り付ける I を参照して、必ず4個とも市販の新しい乾電池〔単二形乾電池〕に交換し 

て < ださい。 

参取りはずした古い乾電删ま、表示してある使巧推奨期限內は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でをますの 
で、巧利巧されることをおずずめしまず。_ 


回保管（長期間使用しない場合) 


燃焼筒 RS - S 29 A 

商品コ—ド1に7巳006 

燃焼筒 RS - S 23 A 

商品〕—ド11り31日目 


卜 3 耐熱しん第29種 
( TTS -29) RS - S 29 A 

商品〕-ド11027807 

ヨ耐熱しん第129種 
( TTS -129) RS - S 23 A 

商品コード112巳6907 



A I 長期間使用しないとを、または巧营ずるとをは、必ずな油を巧いて、電池ケースか6 
)3： 乾蜜池を取りはずしてください。傾けたり、横倒しの状態では巧营しないでくださし、。 
义災のおそれがありまず。 


〇 

指示 


油タンク巧の巧ミ由を巧き 
おる。 

① ストーブからミをタンクを取 
り出し、市販の給油ポンプ 
(手動式）を、ななめに入れ 
て、油タンク内の灯油を巧 
き取ってくださし、。 

② わずかに残った灯油は、油 
タンクに給油□□金を取り 
付け、油受けを本体の中か 
ら取り出して給油□口金に= 
巧し当て、油タンクを上下= 
にゆすって抜し、てくださぃ。- 





油受け 


5 


バケツ 


2電池ケースから乾電池を、取 
^り出してください。 



お願い 


乾電池を取り付けたまま保管ずるとお漏れしてストー 
ブを腐食させることびありまず。 















3 緊急消火ボタンを押して、巧震自 
動消乂装置を作動させ、しんを下 
げてから、ガードを開いて、燃焼 
筒を取 D 出してください。 い S 



‘•，•為©’ 


A 「しん調節つまみ J を 
>引さ巧いて < ださい。 


苗 こ〇增 



5本体の両側面と背面に ， ' 奪雪くつ成してり、 b ぉこ召:つ C \ ^ 

霞琶吉ミちを巧を勇^^ ①藉晋鼓寶儒して、正しく燃 

益;重体譜辨班與麗③ iilf !茄兹誌感 

方に持ち上げて取りは 班し主け；曼勢ゴ肖人するまて燃 

ずしてください。 〜 やしむて<；■ぶ U 

SS 飄綿鱗 S ? 如10毒せ、しんを靡態に 

ざら內の灯油を市販の給油ポンプしこ、, lL し 1 。 

(手動式）で抜き取つてください。 ^ 11収納する。 

•型ミジ ：)_;! 雲控尝記变ゃ共 \ 铺^に入れて' ミ騎妙なし場 m にィ體してくださし、 

顯!誌 I 寵詰!妾: S を[廷 「し取恐堅青ゃ「欄正苗も忘れずに大切に保管 

れいな灯油ですすぎ洗し、をして m V - し C <；7 Lc _ し、。 

ち證端黯發了瓣ぶ切遽留^ r -ぉ願ぃ-1 

r 感震部の点検.手入れをおこなう- N ,1鬚 I ' Lm 日光の当たる場师〔は、保管しなぃ 

•ごみやほこりびついていた5、 錯が出たり，樹脂部品び変おずる原因になりまず。 

やね5かい巧できれいににふき ♦油タンクはな油を巧き、本体にセツトして保管して 

♦ i ミ■こ%している場さ I ぐださし.)。- ^ 

は、お買し、求めの版荒店に修理 = rf:^^；ara 
を巧頼して < ださい。 

•ストーブ巧の巧れは羅れた巧で h 

ふいて落とし、乾いた布で水気 
ち取り除いてください。 _ J 


•口油は、を質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない（使いきる）ようにして<ださい。 

♦取りはずした乾輩;抽ま表示してある使用推奨期限巧は堅池能力び残っていれば他の製品に使用でをますので、再利用 
されることをおすすめします。 


7 本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調節器 

* の上に正し < のせてください。 

3讯由を抜いた油タンクを本体にセツトしまず。 
9しんの手入れをずる。（から焼をクリーニング） 

• -お願い- X 

•しんの手入れは、風があたる場所ではおこなねない 
で < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気 
をおこなつて < ださい。 

_ J 

•しんの先端び固<なっているとさ 户 

は、ラジオペンチなどで固い部分ミ努 Ur 
を堅くつぶしてからおこなつてく \ 

ださい。 Ai ^ 

①通常の点火操作をして、正しく燃夕 
焼させてください。 ^ 

⑤义力びノ」はくなったら、しんを一 
杯に上げて自然に消火するまで燃 
やしをってください。 

10 緊急消义ボタンを巧ず。 

対震自動消乂装置を作動ごせ、しんを下げた状態に 
して < ださい。 

11 収納する。 

に入れて、ふ、なし爛斤にイ禮してくださし、 
「取扱説明害 J や r 保謡 害 J を忘れずに大切に保管 

して < ださい。 

ぐ - お願い- ^ 

♦高温を湿、直き旧光の当たる場前〔は、保管しない 
で < ださい。 

鐘が出た0、樹脂部品が変おする原因になりまず。 
♦油タンクはな油を巧き、本巧にセツトして巧管して 
<ださい。 J 


圆廃棄ずるとき 


の] BH の'!〜日項を参照して、油タンク、油受けざら巧のな油を拖き取り、電池ヶースから乾電池を取りはずして廃棄 
してください。 _ 


圆仕様 


型 

式 の 

呼 

び 

RS - S 29 A 

RS - S 23 A 

型ち 

:の1 

巧び 




糖 

自然通気形開放式石油ストーブ 

かな Tt : 主 

高さ 

種 



規 

しんみ. 

放射お 

yf お、」度 

席おホを む、 

幅 

点 

火 

ち 

式 

電池点火[単二形乾電池4個-別売] 


奥行 

質 



量 

約 6. 8kg 

約 6.6k 旨 


壬丟 

米 再 

使 

用 

燃 

料 

巧油 （J1S1 号） 


樓 

頰 

E=a 

1 ム sl/s\ 

1 ''山 


2.87kW 

2.2 己 kW 

しん 

佩パ 

巧径 

おス燃巧旧買重 

(0.279 L/h) 

(0.219 L/h) 


寸決 

厚さ 

暖 

房 

出 

力 

2.87k\A/ 

吕 .2 已 kW 



吸上量 

油 

タン 

ク容 

量 

3.6 L 

巧 •A* 莖 

ち 畳 

燃焼継続時間 

約 12.9 時間 

約] 6.4 時間 

な 王 ミ 

も 直 


RS-S29A RS-S23A 
446mm 
422mm 

_ 330mm _ 

- 普通筒しん 

顶爵しん第2觸 ns- 蝴トヨ 丽し綿慨 i 邮 -1 现 

_目己 mm _ 

2.5mm 

200% ] ]3曰％_ 

巧震自動消火装置(しん降下式） 
気密油タンクの給油時消火装置 


A 



關アフターヴーピス 


保証について 


♦添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載内容をご確認のラえ大切に保管して 
<ださい。 

♦保証期間は、お買いボめの日より1年間です。 

f -お願い- -V 

つざのよラな原因による故障および事故につ走ましては、保証の巧象となりませんのでを意してください。 

(1) 変質'な油や不純丹油など、また巧ミ由しソかの燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりやちれなど、手入れのゆさとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品政がのをのを使用したり、しんにタールびイ’、」着したり、かを吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗部品（乾電池、しん、点义ヒーターなど）の故障。 

(巳）この取扱説日月書や、注意書、ラベル類による指示、危険-警告-を意-お願い事項び守られず、誤った使い方をされ 
た場合の故障や事故。 

♦その他詳細な保証巧容については、保証書の記載内容をご覧ください。 

\ _ / 


修理を依頼するとき 


♦网 I 巧 に従って、処置をおこなってください。 

直6ないときは、使用を中止し、必ずお買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いたださたい內容は次の通りです。 

①品名…石油ストーブ（自然通気あ開放式石油ストーブ） 

③ 型式の呼び… （例） RS - S 29 A 
⑤お買い求め年月日 

④ 故障の状況（でさるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ、おところ、蜜話き号 

♦修理に際しましては、保証雲をご提示ください。イ呆証書の規定に従って、販売店が修理させていただきます。 

♦保詔期間び過ぎてしでも、修理すれば使用できる場合には、ご希暨こより有料で修理ごせてし、ただきまず。 

♦修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 

参修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を取0はずして、油タンク•油受けざ 
ら内の灯油を巧いてください。運搬の途中に灯油がこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 


補修用性能部品について 


•石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

® 消耗-莫化ずる部品 

参使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品…しん、給油□□金、油受け 
♦変質灯油、不純打油の使用で努化しやすい部品…しん 


故障-修理の際の連絡先 


アフターヴービスについてご不明点は、お買い巧めの販売店、または I お客様相談窓□一奠](別紙参照）までお問い合わ 
せ < ださい。 


お客様へ…おぼえのために i 日入されると便利でず。 


r 

型 式 

1 •• 

1 

お買いボめ年月曰 

年月日\ 

お買いホめ店名 

V 

(電話番号） （ ） - 

ノ 


株式会社 

ホームぺージ http :// www . toyotonni.jp 

本社 干4白7-日8己己 

名古屋市瑞穂区桃園町日蚕] 7号 
フ U - コール 日120-104-]己4 
TEL く0曰2>822-1144 
FAX く〇已2〉822-吕742 













